
大震災よりも特に人災の“核災（原発事故）”で、
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私たち被災者の人権は次のように侵されたままです。さまざまな裁判が
起こされています軌ごく当然の主張や訴えです0邸福島は訴える』
かもがわ出版傾福島大学長堀島県九条の会代表青原恭助先生の論文より＞

①恐怖と欠乏から免れ、平和に生存する権利順法前文）
叫放射能の恐怖から必至に逃げた原発周園の入札5年経っても
放射能による健康障害への不安、まるで戦争時と同じです0

②傭人としての尊乱生乳自由、幸福追求の権利く憲法第13条）

憲を大富富話語諾慧豊富竃志羞詣芸悪霊：
③法の下の平等く憲法第14集）

←「福島県民」ということで受ける様々な不利益や不軍等や差別
や偏見、現在も進行中です。中央が地方を見下しています0

5年前のあの臼から、

㊨居踵博掛♯葉選択の自由（憲法第22条）
炉先祖代々の家にはもう数十年、あるいは永久に住めなくなり、
遠隔地への移転。また不本意な職業に変更も強いらています0

⑥健康で文化的な最低限度の生活の偉掛生存権（憲法第25粂）

⑥能力に応じて、ひとしく教育を受ける権利（憲法第26集）
か志望校や合格校の断念や取り消し、劣悪な環境の仮設や間借りの
教室や校舎では、学習も学校行事も部活動も不充分な状態です。

②勤労の権利（憲法第27集）
や叫仕事もなくなり、勤労の権利が一方的に奪われ、補償も不公私

⑧財産権く憲法第29粂）
炉放射能の汚染地帯となり、不動産の価値はゼロや下敷所有権や
営業権、水利権、漁業権、鉱業権な「ども侵されています。

●また、福島第一原発内で被曝の危険に身をさらし・原子炉の廃炉作業
に徒事したり、除染作業にあたっている人々が人制札ほとんど報遭さ
れませんが、被災民以上に薫るにされているのではないでしょうか0

「高訴摩発暮し止軌裁判
1
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遠地義姦姦義盛高座民29人の訴えを認め、2基の運転差し止めの仮処

分を決定。「福島から学んだ判断」と評価されています。
自宅が事故原発から北25kmで、原町区から大津市に避難している

青田勝彦さん（本会会員）は、40年来福島原発訴訟の中心になって活
動してきました。この裁判でもご夫妻は申立人になり・福島原発事故
の不条理を訴え、それが裁判を動かし勝利を勝ち取ることができた▲　　　L　　　　8し　－＿Jt

と確信します。青田さんは裁判所前のテレビにも映っていて、電話では「天にも昇る気持ち¢

鯛は妻の恵子の誕生日で、避難以来の5年間で脚番嬉しい日になりました」と話していま凱
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朋舶7御御・・働ケ′
媚　r会報は毎月被災地の故郷の資産な情報で、

楽しみにしています。憲法が危機にさらされて
いる昨今か諦めずに声をあげることが大切だと
感じます。先日送って戴いた『憲法』復刻版は
17歳の息子に渡しました。すぐに選挙に行く
ようになり蔑すがも　一葉を大切にしてほしいと
思います。会報に相馬弁のrアンぺり叩－（安倍
悪い）」は息子が尭タグしていました（集）。

また、教農絶食発行の『福島から伝えたい
こと』第3集の高校生の被災体験集を読んで、
胸が締めつけられる思いでいます。」

（南相馬帯出凱横浜番線鑑田中祐子さんき
』碑F′」鵬F′J細r〆■曲絆′膨♂適郡評′戯評㌔劇㌢㌔應鮮♂戯膠r′■膨■㌔J錦紗㌔㌔戯榔rダー■r′■郡r′』山野′

鵬アン代り曹折節間の大望伊に麻見て、県外の

南相馬市二世の監めの
0椚完動や絶叫生意気なことを雷う
0酌ン椚平均火傷藍古語のr′かがち（ほお
ずきMの赤く熟し紀からきているそうです）
Ob菅坤苧噌連的竃街‘3℃（常磐道鹿島スマ
ートICは「世デッデかし故」と命名された）
0サ果すネ慕増大文末・差しつかえない

0サンボサ坤持ちあげる　脚雪蒜二篭臨
Fおくにことばで憲法を』という本

もありますが、どなたか「相馬弁の

欝法9条」を考えてみませんか。

≪事鞄鰯さあさ≫
◆末弟乳福島第鵬原発の事故から5年。

会員の皆さまは如何お過ごしでしょう。全会
員441名の申、約60名の汚がまだ市外に避
難しています。南相馬市に住んでいても様々
なストレスを抱えておられるかも
ん。発想を転換したり、健康
だったら何でもできますね。

『会報集線その②』は、
会報101嘗～270号の集録
です。「記録されなければ、

知れませ

記憶されない」（宮本常脚）の思いで発刊。
各図書館に寄贈していますが、もし個人で
ご希望の方は事務局農へお申し出くだ凄
い。協力カンパ1000円でお願いします。

▼2016年2月20日『福島民報疇 みんなのひろば』
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◆3．吊が過ぎれば、震災や核抱のこ
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「見捨てるな」などの発信を続けましょう¢
◆県内小児甲状腺がんは吊6人、がんの

51人。それでも県民健康調査検討委員会は
射線の影響とは考えにくい」と。竃しも白
子や孫だったら‥‥。すべて「次の世代の
に」大人は頑張らなければいけません。（山

・市外局番はTELO244≫
0会長：平田康繁くひもたけいいも）TEL24咄1211・FAX銅－4825
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